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近
海
鰹
娃
碩
飛
弓
殲
り
を
崔
3
の

下
小
校
新
築
工
事
始
ま
ろ

下
庄
小
学
校
は
明
治
三
十
八
年
頃
に
建
築
さ
れ
た
老
朽
校
舎
で
あ

　

る
。
毎
年
児
童
数
の
激
増
に
よ
る
狭
溢
と
危
険
の
た
め
、
新
築
を

　
　

急
が
れ
て
い
た
が
、
漸
く
昨
年
末
、
国
の
補
助
金
が
確
定
、
四
月

　
　
　

十
二
日
午
前
十
時
か
ら
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
た
。

　

義
務
教
育
年
限
を
飛
躍
的
に
三

年
間
も
延
長
、
こ
れ
に
必
要
な
校

舎
の
建
築
を
財
政
力
の
乏
し
い
市

町
村
財
政
に
お
し
つ
け
た
こ
と
が

市
町
村
財
政
を
苦
し
く
し
た
原
因

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

当
市
の
現
況
か
ら
見
て
も
、
最

近
と
み
に
増
え
て
き
た
児
童
生
徒

数
、
老
朽
化
し
た
校
舎
と
広
域
な

地
域
の
関
係
上
、
人
口
に
比
較
し

て
、
数
多
い
学
校
を
抱
え
て
、
苦

る
し
さ
は
他
に
比
較
に
な
ら
な
い

　

し
か
し
そ
の
中
か
ら
も
、
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
気
持
よ
く
勉
強

で
き
る
よ
う
に
と
、
市
発
足
以
来

学
校
新
改
築
費
に
約
一
億
円
か
計

上
さ
れ
て
来
た
。

　

下
庄
小
学
校
は
、
昭
和
三
十
年

度
か
ら
本
年
度
に
か
け
て
四
千
四

百
万
余
円
を
計
上
し
、
鉄
筋
コ
ソ

ク
リ
ー
ド
三
階
建
、
延
坪
七
〇
九

坪
で
、
耐
震
、
耐
火
、
保
温
、
給

水
、
採
光
、
通
風
等
、
近
代
建
築

の
粋
を
あ
つ
め
て
、
県
下
一
の
モ

デ
ル
ス
タ
ー
ル
に
な
る
と
い
5
．

　

（
写
真
は
地
鎮
祭
）

農業振興事業

いよいよ活動開始

　

第
十
三

回
市
議
会

劈
頭
の
施

政
方
針
に

も
あ
っ
た

と
お
り

　

本
年
度

の
三
大
重

点
施
策
の

一
ッ
で
あ

る
農
林
振

興
対
策
中

明
る
い
市
ず
く
り
の
農

村
振
興
事
業
は
着
々

緒
に
つ
い
て
い
る
。

　

先
ず
、
農
業
生
産

の
基
盤
で
あ
る
土
壌

を
良
く
知
る
事
が
第

一
義
で
も
あ
る
の
で

四
月
九
日
、
福
井
農

事
試
験
場
、
寺
島
、

森
下
両
技
師
を
招
き

二
十
四
名
の
講
習
生

を
集
め
土
壌
調
査
の

講
習
を
行
っ
た
。

　

こ
の
ね
ら
い
は
、
今

ま
で
土
を
良
く
知
ら
ず

に
、
め
く
ら
滅
法
に
作
物
を
作
り

肥
料
を
与
え
て
い
た
が
、
こ
の
惰

性
を
破
り
土
壌
中
に
何
か
不
足
し

て
い
て
、
「
ど
の
よ
う
な
」
肥
料

を
ど
れ
程
与
え
、
叉
ど
の
よ
う
な

作
物
が
も
っ
と
も
適
す
る
か
と
云

う
調
査
で
あ
る
。

　

市
内
の
耕
地
、
五
町
歩
を
一
単

位
と
し
四
月
末
日
迄
に
一
千
三
百

ヵ
所
で
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
今

後
、
科
学
的
営
農
へ
の
基
本
的
な

調
査
で
あ
る

　

こ
の
結
果
を
全
農
民
に
知
っ
て

い
た
だ
い
て
、
デ
ー
タ
ー
を
示
し

て
適
地
適
作
に
よ
る
生
産
力
を
高

め
経
済
力
の
増
進
を
図
っ
て
、
明

る
く
豊
か
で
文
化
的
な
農
民
生
活

を
築
く
べ
く
そ
の
一
歩
を
ふ
み
出

し
た
の
で
あ
る
。

　

（
写
真
は
下
庄
地
区
で
熱
心
に
土

壌
調
査
の
講
刊
会
）

完
納
で
築
く

　
　
　

明
る
い
郷
土

今
司
W
行
1

一
日
～
三
十
一
日
日
本
赤
十
字

　
　

社
員
増
強
運
勤
月
間
（
日
赤

　
　

募
金
）

二
日
（
水
）
春
季
清
掃
清
水

　
　

水
落
亀
山
一
、
二
、
三
区

　
　

大
和
末
広

三
日
（
木
）
憲
法
記
念
日

四
日
（
金
）
四
番
五
番
寺

　
　

神
明
春
日
三
、
四
、
五
区

　
　

清
掃

五
日
（
土
）
世
界
こ
ど
も
の
日

七
日
（
月
）
富
田
地
区
計
量
器
定

　
　

期
検
査
富
田
出
張
所

八
日
（
火
）
春
季
清
掃
昭
和

　
　

旭
横
曙
荒
井
阪
谷

　
　

地
区
計
量
器
定
期
検
査
阪

　
　

谷
出
張
所

九
日
（
水
）
Ⅲ
。
ご
フ
予
防
接
楓
、

　
　

宝
慶
寺
、
五
箇
地
区
計
量
器

　
　

定
期
検
査
五
箇
出
張
所

十
日
（
木
）
大
野
地
区
忠
魂
碑
春

　
　

季
慰
霊
祭
忠
魂
碑
前
上

　
　

庄
地
区
計
量
器
定
期
検
査

　
　

上
庄
出
張
所
、
腸
。
ご
フ
予
防

　
　

接
種
上
打
波

十
日
～
十
六
日
愛
鳥
週
間

中
旬
戸
籍
事
務
研
究
会
、
本

　
　

庁
協
議
室

十
一
日
（
金
）
腸
。
ご
フ
下
打
波

　
　

勝
原

十
四
日
（
月
）
結
核
予
防
接
種
上

　
　

下
若
生
子
小
山
地
区
計
皿
m

　
　

器
定
期
検
査
小
山
出
張
所

十
五
日
十
六
日
下
庄
地
区
計
址

　
　

器
定
期
検
査
下
庄
出
張
所

十
六
日
（
水
）
結
核
予
防
接
種
判

　
　

定
B
C
G
、
間
接
撮
影
上

　
　

下
若
生
子

十
七
日
～
十
九
日
大
野
地
区
計
量

　
　

器
定
期
検
査
大
野
公
民
館

廿
一
日
（
月
）
結
核
予
防
接
種

　
　

上
打
波
1
小
池
乾
側

　
　

地
区
計
量
器
定
期
検
査
乾

　
　

側
出
張
所

廿
二
日
（
火
）
結
核
予
防
接
種

　
　

下
打
波
5
原

廿
三
日
（
水
）
結
核
予
防
接
種
判
定

　
　

B
C
G
上
打
波
嵐
小
政

廿
四
日
（
木
）
結
核
予
防
接
種
判

　
　

定
B
C
G
下
打
波
勝
原

廿
八
日
（
月
）
結
核
予
防
接
種

　
　

宝
慶
寺

滑
日
（
水
）
結
核
予
防
接
種
判
ま

　
　

B
C
G
間
接
撮
影
宝
磨

　
　

寺

風
見
鶏

今
月
は
白
い
羽
根
募
金
運
動
か
行

わ
れ
る
。
四
月
の
緑
の
羽
根
、
十

月
の
赤
い
羽
根
を
加
え
た
三
つ
の

羽
根
は
、
毎
年
私
達
の
胸
に
っ
け

ら
れ
、
日
本
を
少
し
で
も
住
み
よ

い
国
に
す
る
た
め
の
小
さ
な
力
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
▼
し
か
し

困
っ
た
事
は
、
募
金
の
あ
る
度
に

募
金
す
る
人
と
金
を
出
す
人
と
の

間
に
意
見
の
食
い
違
い
を
生
ず
る

事
で
あ
る
。
駅
を
降
り
る
途
端
に

と
り
囲
ま
れ
た
と
か
、
半
強
制
的

に
金
を
と
る
と
か
い
っ
た
程
度
の

事
が
、
毎
年
む
し
返
し
議
論
さ
れ

て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
う
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
は
一
部
で
起
り
、
全
体

的
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
い
る

の
が
実
状
で
あ
る
が
。
新
聞
の
投

書
欄
や
ラ
ジ
オ
の
声
の
時
間
に
と

り
あ
げ
て
報
道
さ
れ
る
と
、
あ
た

か
も
全
国
的
な
世
論
で
あ
る
か
の

様
な
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
責
任
は
報
道
機
関
に
あ

る
の
で
な
く
、
そ
れ
を
見
た
り
聞

い
た
り
し
て
い
る
側
に
あ
る
事
か

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
▼
ど
う
も
人

間
は
珍
ら
し
い
も
の
を
好
む
ク
セ

が
あ
っ
て
、
何
か
珍
し
い
意
見
が

と
び
出
し
た
り
す
る
と
、
そ
れ
か

充
分
に
か
み
し
め
て
も
み
な
い
で

反
対
意
見
と
戦
う
時
に
そ
れ
を
剰

用
し
討
論
す
る
事
は
良
い
事
だ
が

最
後
が
喧
嘩
別
れ
に
な
ら
ず
、
緋

の
意
見
と
横
の
意
見
が
組
合
っ
て

赤
十
字
の
マ
ー
ク
の
様
に
美
し
く

ス
マ
ー
ト
で
あ
り
た
い
。
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今
年
か
ら
「
世
界
子
供
の
日
」

　
　
　

幼
い
人
々
へ
二
つ
の
除
物

「
子
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
こ
ど
も
の
幸
福
を
は
か
る
と
と
も

に
母
に
感
謝
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
わ
が
国
で
は
法
律
で
五
月

五
日
を
国
民
の
祝
日
と
定
め
て
か
ら
、
早
く
も
今
年
は
第
八
回
を

迎
え
る
事
に
な
っ
た
。
特
に
今
年
か
ら
、
児
童
の
世
界
的
友
愛
の

促
進
と
、
世
界
の
児
童
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
「
世
界
子
供
の

日
」
と
し
て
全
世
界
が
足
並
み
を
揃
え
、
行
事
を
行
な
う
事
に
な

っ
た
o

　

大
野
市
で
は
、
こ
の
「
世
界
子
供

の
日
」
を
記
念
し
て
、
幼
い
人
々
の

た
め
に
次
の
二
つ
の
プ
レ
ゼ
y
ト
を

準
備
し
て
い
る
。

　
　
　

（
そ
の
I
）

　

五
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、

市
内
各
地
区
を
巡
回
し
て
映
画
会
を

開
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
尨
し
て

頂
く
事
に
な
つ
て
い
る
。

　
　

上
映
日
割

五
月
十
呵
‥
日
（
月
）

　
　

午
後
一
時
乾
側
小
学
校

　
　

ク
七
時
下
庄
小
学
校

五
月
上
五
日
（
火
）

　
　

午
後
一
時
富
田
小
学
校

　
　

ク
七
時
小
山
小
学
校

五
月
十
六
日
（
水
づ

　
　

午
後
一
時
五
簡
公
民
館

　
　

ク
七
時
上
庄
小
学
校

五
月
十
七
日
（
木
）

　
　

午
後
一
時
大
野
公
民
館

　
　
　

（
そ
の
二
）

　

猫
の
手
も
借
り
た
い
長
繁
期
、
文

字
通
り
朝
に
露
を
ふ
ん
で
出
か
け
、

夕
に
星
を
い
た
だ
い
て
帰
る
農
家
の

皆
さ
ん
方
に
安
ん
じ
て
仕
事
に
専
念

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
季
節

保
育
所
が
開
か
れ
て
い
る
。
本
年
は

市
財
政
の
苦
し
い
中
か
ら
特
に
倍
額

に
近
い
予
算
に
よ
っ
て
十
ヵ
所
の
増

設
を
行
い
、
可
愛
い
子
供
さ
ん
の
幸

福
を
ま
も
る
こ
と
に
な
っ
だ
。

婦人題間のあつまり

「家庭を明るくしょう」

　

第
八
回
婦
人
洞

間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
日
本
の
家
庭

を
明
る
く
し
よ
う

」
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
唯
、
個
人
の

家
庭
を
明
る
く
す

る
と
云
う
狭
い
意

味
の
も
の
で
は
な

く
、
広
く
日
本
社

会
全
休
の
上
か
ら

日
本
の
家
庭
を
明

る
く
、
豊
か
な
近

代
化
し
た
も
の
に

し
よ
う
と
云
う
の
が
目
的
で
あ
る
。

　

婦
人
週
間
を
記
念
し
て
大
野
、
勝

山
市
大
野
郡
の
連
合
婦
人
会
は
四
月

十
二
日
午
前
十
時
か
ら
大
野
公
民
館

に
お
い
て
、
百
二
十
余
名
が
参
集
、

来
賓
を
交
え
て
、
明
る
い
家
庭
を
つ

く
る
た
め
の
真
剣
な
討
議
が
あ
っ
た

　

大
野
市
長
等
の
激
励
の
辞
に
続
い

て
第
一
分
科
会
、
妻
の
立
場
と
し
て

大
の
立
場
と
し
て
、
第
二
分
科
会
、

1
の
立
場
と
し
て
、
子
の
立
場
と
し

て
、
第
三
分
科
会
、
姑
の
立
場
と
し

て
、
第
四
分
科
会
、
社
会
人
と
し
て

四
分
科
に
分
れ
、
そ
れ
ぐ
活
溌
に

意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
午
後
記
念
講

旅
も
あ
り
、
意
義
あ
る
一
日
を
過
ご

し
た
。

自
動
車
の
所
有
者
は

　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
を

　
　
　
　
　
　
　
　

契
附
し
受
し
よ
う

　

自
動
車
は
。
自
動
車
損
害
賠
償
責

任
保
険
証
明
書
を
持
だ
な
い
と
走
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

軽
自
動
車
（
総
排
気
址
、
一
二
五

四
を
超
え
る
も
の
）
以
上
の
す
べ
て

の
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
方
は
損
害

保
険
会
社
又
は
、
そ
の
代
理
店
に
こ

の
保
険
申
込
を
し
て
下
さ
い
。

▼
自
動
車
の
運
行
に
よ
り
人
身
に
被

害
を
受
け
た
場
合

　

損
害
保
険
会
社
に
も
損
害
賠
償
額

の
支
払
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

　

引
逃
げ
さ
れ
た
場
合
は
損
害
保
険

会
社
に
申
出
て
下
さ
い
。

国
鉄
岐
阜
工
事
事
務
所
長
来
市

　

吉
田
朝
次
郎
工
事
事
務
所
長
は
、

四
月
十
四
日
、
越
美
北
線
の
現
地
を

視
察
の
た
め
来
市
さ
れ
、
午
前
十
一

時
、
市
長
室
で
次
の
よ
う
な
談
話
を

さ
れ
た
。

　

「
本
年
度
の
予
算
が
一
億
円
と
決

っ
だ
の
で
、
こ
の
工
事
計
画
を
た
て

る
た
め
に
現
地
視
察
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
今
年
の
夏
頃
か
ら
五
箇
、

下
庄
地
籍
に
あ
る
鉄
道
官
舎
へ
二
十

名
を
派
遣
さ
せ
、
福
井
、
朝
日
間
の

路
線
調
査
に
当
り
た
い
。
な
お
こ
の

線
の
総
工
費
に
、
二
十
七
億
円
か
見

込
ま
れ
て
い
る
が
毎
年
、
三
億
円
の

予
算
回
得
を
計
川
し
て
い
る
の
で
今

後
と
も
地
元
の
熱
心
な
御
協
力
を
得

た
い
」

　

こ
れ
で
数
十
年
間
待
望
の
越
美
線

も
愈
々
実
現
の
運
び
と
な
り
大
野
市

発
展
に
一
大
胴
光
を
見
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

労
働
基
準
監
督
署
か
ら

　

労
働
基
準
法
に
よ
り
、
労
働
者
を

使
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
毎
年
四

月
一
日
現
在
で
、
四
月
三
十
日
ま
で

に
、
労
働
基
準
監
督
署
へ
屈
出
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

未
提
出
の
力
は
屈
出
て
下
さ
い
。

川
紙
は
巾
役
所
民
生
課
、
大
野
労
働

基
準
監
件
ｙ
ま
た
わ
織
物
糾
合
に
あ

り
ま
す
。

防
犯
相
談
所
の
開
設

　

大
野
警
察
1
で
は
防
犯
（
少
年
家
事
）
相
談
所
を
設
け
、
日
常

生
活
の
な
や
み
や
被
害
を
少
し
で
も
少
な
く
し
出
来
だ
け
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
目
的
で
、
次
の
事
務
を
取
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

防
犯
、
少

年
補
導
、
X

X
交
通
事

故
、
家
事

生
活
に
関
す
る
こ
と
。
警
察
措
置
に
対
す
る
苦
情
、
雌
‥
祭
関
係
法

令
の
質
疑
事
項
等
。

延
滞
金
、
延
滞
加
算
金
と
は

　

（
一
）
延
滞
金

暗愚冒涜゛sふ

　
　

税
金
の
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
、

完
納
さ
れ
な
い
場
合
は
「
延
滞
金
」

税
額
百
円
に
付
き
、
日
歩
三
銭
（
昭

和
三
十
年
六
月

三
十
日
ま
で
の

分
は
日
歩
四
銭

）
徴
収
さ
れ
る

こ
と
は
納
税
者

の
皆
様
が
熟
知

の
事
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
租
税

債
権
の
効
力
の

中
、
履
行
遅
滞

に
対
す
る
効
力

で
、
損
筈
賠
侃

請
求
権
と
称
さ

一
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
二
）
延
滞
加
算
金

　

納
期
が
経
過
し
、
市
税
が
滞
納
と

な
っ
た
場
合
、
一
定
の
期
限
を
指
定

し
て
、
モ
の
期
間
内
に
自
発
的
に
納

入
す
る
こ
と
を
、
滞
納
者
に
促
し
た

も
の
が
督
促
で
あ
り
ま
す
。

　

督
促
を
行
い
指
定
期
限
を
経
過
し

一
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
税
金
が
一

完
納
さ
れ
な
い
場
介
、
延
滞
金
と
同

率
で
延
滞
加
算
金
が
あ
わ
せ
徴
収
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

延
滞
加
算
金
は
債
権
の
効
力
、

す
な
わ
ち
遅
延
に
対
す
る
「
行
政
罰

」
の
附
加
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。

　

な
お
督
促
状
が
発
せ
ら
れ
納
期
限

が
経
過
す
る
と
督
促
の
効
果
が
発
生

し
（
次
号
に
述
べ
る
）
滞
納
処
分
の

実
行
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
督
促
が
有
効
に
行
な
わ

れ
る
と
次
に
列
記
す
る
性
質
と
効
果

が
生
じ
ま
す
。

I
滞
納
現
金
を
有
す
る
納
税
者

に
対
し
、
そ
の
納
付
を
催
告
し
ま
す

2
滞
納
処
分
の
予
告
で
あ
り
前

提
要
件
で
あ
り
ま
す
。

3
督
促
は
延
滞
加
算
金
の
徴
収
の

件
と
な
り
ま
す
。

4
時
効
中
断
の
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

以
上
の
法
的
効
果
を
生
じ
、
最
後

は
好
ま
し
く
な
い
滞
納
処
分
を
敢
て

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
納
税
者
の
背
様
は
納
期

厳
守
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
を
作
っ
て
い
る

組
合
は
補
助
金
の
恩
典
が
あ
り
ま
す

か
ら
す
ぐ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

　

お
し
ら
せ

　

塵
埃
捨
場
が
清
滝
地
区
亀
山
後
か

ら
次
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
の
で

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

？
西
五
箇
橋
西
橋
詰
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中
小
企
業
贅
展
の
儒
に

…
…
…
金
融
相
談
の
開
設
…
…
…

　

五
月
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間

大
野
織
物
工
業
協
同
組
合
に
お
い
て

商
工
組
合
中
央
金
庫
、
扁
井
支
所
長

同
次
長
等
が
出
張
し
次
の
こ
と
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
た
っ
て

い
ま
す
か
ら
精
々
御
利
用
し
て
下
さ

い
。

一
、
中
小
企
業
公
庫
及
び
商
工

　
　

組
合
中
央
金
庫
を
利
用
し

　
　

た
い
場
合
ど
う
し
た
ら
よ

　
　

い
か
0

二
、
そ
の
他
一
般
金
融
等
に
つ

　
　

い
て

排肩昿匈縦

竹
の
植
付

　

む
か
し
は
陰
暦

の
五
月
十
三
日
を

竹
酔
日
と
い
っ
て

竹
を
植
え
る
日
に

き
め
て
い
た
も
の

で
す
が
、
お
よ
そ
植
え
っ
け
の
最
適

期
は
春
先
笥
と
な
る
芽
の
ふ
く
ら
む

頃
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

植
付
は
一
般
に
枝
条
を
つ
け
て
い

る
母
竹
を
反
当
り
五
〇
I
一
〇
〇
本

の
割
合
と
し
ま
す
が
、
こ
の
母
竹
は

一
、
二
年
生
で
生
き
た
芽
の
あ
る
地

下
茎
を
も
っ
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
こ
れ
を
川
り
と
る
時
は
地

下
茎
を
長
さ
六
〇
糎
位
（
約
二
尺
）

つ
け
て
、
特
に
根
株
か
ら
離
さ
な
い

よ
う
に
て
い
ね
い
に
行
い
、
枝
条
を

数
段
残
し
て
そ
の
上
方
を
切
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

植
え
こ
む
時
は
母
竹
の
根
を
乾
か

さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
予
め
掘
っ
た

大
き
目
の
植
穴
に
こ
の
地
下
茎
を
平

に
入
れ
て
細
か
い
土
を
密
着
さ
せ
る

よ
う
に
植
え
っ
け
ま
す
が
、
こ
の
場

合
水
植
え
と
い
っ
て
穴
に
水
を
注
い

で
泥
水
に
し
そ
の
中
に
植
え
て
や
る

と
活
着
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
風
当
り
の
張
い
と
こ
ろ
で
は

ヨ
本
の
支
柱
を
た
て
て
母
竹
が
勤
か

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

¶
―

つ

韻
f
m

μ
I
匹

ト
二
億
九
千
余
万
田
を

稼
ぐ
織
物

雨

　

｀
J
1

　

1
の
叫

心
街
は
昔

か
ち
・
の
機

所
と
し
て

広
く
知
ら

れ
て
い
る

　

三
千
八

十
四
台
の

瑞
幾
、
茫

業
員
二
千
二
百
三
十
人
を
要
し
、
年

産
四
十
二
万
疋
、
十
二
億
九
千
八
十

八
万
四
千
余
円
を
生
産
す
る
、
た
の

］
も
し
い
産
業
都
市
と
も
云
え
よ
う
．

　

昭
和
三
十
年
を
月
別
に
グ
ラ
フ
を

眺
め
て
振
り
返
っ
て
見
よ
う
。

　

全
般
的
に
み
て
米
川
と
、
西
欧
地

区
の
買
気
の
上
昇
か
ら
、
東
南
ア
ジ

ヤ
カ
而
は
外
貨
事
情
の
好
転
か
ら
輸

出
織
物
も
大
体
安
定
し
た
操
業
を
継

続
す
る
事
が
出
来
た
0

　

そ
こ
で
二
十
九
年
秋
以
来
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ヤ
、
ビ
ル
マ
方
面
の
ボ
イ
ル

類
に
対
す
る
需
川
は
引
続
き
四
月
物

迄
の
受
注
を
受
け
て
い
た
が
、
五
、

六
月
は
季
節
的
に
需
川
は
一
服
状
態

に
入
り
や
i
低
調
な
示
し
て
来
た
。

　

七
月
に
入
っ
て
コ
ロ

ン
ボ
方
面
の
買
気
が
活

溌
と
な
り
ボ
イ
ル
類
の

四
十
四
吋
巾
物
に
対
す

る
買
気
は
十
月
上
旬
ま

で
順
調
に
続
き
、
引
続

い
て
、
星
港
、
香
港
、
イ

ソ
ド
ネ
シ
ヤ
方
而
の
ボ

イ
ル
類
の
需
要
も
増
し

て
先
物
の
受
註
は
お
お

む
ね
順
調
の
中
に
越
年

と
た
っ
た
。

昭和30年織物生副高

　

庭
い
き

動
Vる明の民市

お
し
ど
り
で
農
事
研
究

　

あ
け
が
ら
す
会

　

阿
難
祖
地
頭
方
は

林
地
と
農
地
と
が
程

よ
く
経
営
出
来
る
地

形
的
に
恵
ま
れ
た
良

い
立
地
条
件
を
備
え

て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の

条
件
を
生
か
し
て
、

も
つ
と
も
理
想
的
に

し
か
も
合
理
的
な
経

営
が
行
わ
れ
て
い
る

が
昭
和
二
十
四
年
に

「
あ
け
が
ら
す
」
と

云
う
農
事
研
究
団
体

が
生
れ
、
十
部
の
研

究
部
門
に
わ
か
れ
て
。
こ
っ
く
と

熱
心
に
研
究
を
重
ね
、
発
展
へ
の
歩

み
を
続
け
て
い
る
。

　

と
く
に
注
目
を
ひ
く
こ
と
は
、
生

活
改
善
部
が
出
来
て
い
て
、
お
し
ｙ

り
で
明
る
い
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
昭
和
二
十
九
年
度
に
市

の
補
助
を
得
て
台
所
の
改
善
を
行
い

簡
易
水
道
、
改
良
カ
マ
ド
、
高
流

し
等
婦
人
の
労
力
軽
減
が
十
分
配
慮

さ
れ
て
、
実
に
う
ら
や
ま
し
い
限
り

　

ま
た
こ
の
親
に
し
て
こ
の
子
あ
り

の
言
葉
通
り
青
室
四
1
1
グ
ラ
ブ
が
、

度
々
県
下
四
H
グ
ラ
ブ
大
会
に
出
場

し
て
入
選
す
る
と
云
う
熱
心
さ
。
ま

た
年
々
行
わ
れ
る
市
主
催
の
米
作
増

収
競
作
田
に
も
、
よ
い
成
績
を
収
め

て
い
る
こ
と
は
衆
知
の
と
お
り
で
あ

る
。
こ
う
し
た
新
ら
し
い
村
づ
く
り

の
息
吹
に
た
ぎ
る
会
の
前
途
あ
か
る

か
れ
と
所
り
つ
χ
赤
根
川
に
沿
つ
だ

道
を
帰
路
に
つ
い
た
。

　

（
写
莫
は
清
潔
な
高
流
し
、
改
良
カ

マ
ド
に
水
道
設
備
）

ふ
…
置
万
作
・

・
．・

・

メぷ1ヨ

　

△
い
よ
い
よ
、
農
繁
期
に
な
っ
て

き
た
。
仕
事
を
手
順
よ
く
計
画
的
に

片
付
け
て
行
こ
う
。

　

△
保
存
食
を
考
え
て
営
苧

と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
耗
に
備
え

よ
g
ノ
0

　

△
夏
作
物
の
値
付
時
期
に
な
る
か

ら
い
ず
れ
の
場
合
も
基
肥
を
合
理
的

に
施
す
よ
う
に
し
よ
う
。

　

Λ
」
宛
把
設
1
は
參
咽
巫
談
会
乃
聡

話
し
た
事
を
思
い
う
か
べ
て

も
つ
と
も
効
果
的
に
使
お
う

　

△
値
傷
の
し
な
い
よ
う
な

健
苗
を
作
る
た
め
、
深
水
ヤ

硫
安
の
追
肥
は
や
め
よ
う
。
一

　

△
陸
酸
石
灰
、
苦
土
、
石
灰

等
は
田
植
の
二
酒
間
以
上
前
に
施
こ

そ
う
。

　

△
果
菜
類
の
定
植
は
地
温
が
摂
氏

十
四
度
を
下
ら
ぬ
よ
う
に
な
つ
た
ら

早
く
植
え
晩
霜
に
充
分
注
意
し
よ
う

比
較
的
低
温
に
強
い
南
瓜
か
ら
ト
マ

ト
、
胡
瓜
の
順
に
植
付
、
茄
は
中
旬

頃
が
安
全
0

　

△
全
般
的
に
跡
田
専
川
苗
代
が
少

い
。
そ
の
た
め
徒
長
し
た
苗
を
植
え

る
関
係
で
跡
田
は
減
収
す
る
o
麦
、

菜
腿
も
平
年
よ
り
収
作
期
が
遅
れ
る

見
込
だ
か
ら
必
ず
跡
田
苗
代
を
作
ろ

　

△
切
凱
の
発
生
し
た
徴
候
が
見
え

た
ら
完
全
に
排
水
し
て
、
田
面
の
乾

か
な
い
か
に
B
1
1
C
一
～
三
％
粉
剤

を
床
而
だ
け
で
な
く
、
苗
代

全
休
と
畦
の
内
側
ま
で
万
遍

に
撒
布
し
、
一
尽
夜
そ
の
儒

寥
い
日
で
は
五
時
間
ぐ
ら
い

で
水
を
入
れ
る
。

〈
一
馬
鈴
答
の
変
病
は
、
つ
ぼ

み
の
出
来
か
け
た
頃
か
ら
六
月
初
め

に
か
け
て
銅
水
銀
剤
を
二
～
三
回
撒

布
し
よ
う
o

　

△
自
動
耕
耘
機
の
使
用
に
つ
い
て

は
1
及
技
術
員
に
よ
く
そ
の
方
法
を

き
い
て
、
機
械
力
を
最
大
に
利
用
し

て
能
率
を
あ
げ
よ
う
。
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大
野
雨
量
通
報
所
開
所

市
農
業
気
象
に
も
貢
献

　

運
輸
省
で
は
各
地
方
の
降
水
、
積

雪
、
強
風
、
乾
燥
の
速
報
を
早
く
国

民
に
知
ら
せ
、
被
害
の
事
前
防
止
に

務
め
る
た
め
全
国
的
に
雨
量
通
報
所

の
新
設
を
急
い
で
い
た
。

　

福
井
県
で
は
I
カ
所
設
置
の
予
定

で
あ
っ
た
が
当
市
は
こ
の
誘
致
に
昨

年
大
野
雨
量
通
報
所
建
設
委
員
会
を

作
っ
て
交
渉
に
当
っ
て
い
た
が
、
昨

年
末
有
終
中
学
校
の
西
北
方
、
大
野

公
民
館
横
に
厭
地
が
決
定
、
本
年
四

月
十
一
日
雨
量
通
報
所
が
開
所
さ
れ

た
。

　

こ
の
通
報
所
は
下
打
波
地
籍
、
木

無
山
に
設
置
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
雨
址

計
、
積
算
雲
址
計
、
長
期
捲
自
記
雨

債
計
と
、
石
徹
白
、
大
谷
の
二
ヵ
所

に
あ
る
自
記
雨
量
計
か
ら
送
ら
れ
る

電
汲
を
受
信
し
九
頭
奉
。
真
名
両
洞

川
水
系
の
降
雨
量
気
象
の
変
化
を
福

井
測
候
所
へ
無
線
電
話
に
ょ
り
連
絡

異
常
あ
る
際
に
は
県
下
全
般
に
災
害

警
報
を
発
し
、
こ
れ
を
未
然
に
防
J
L

す
る
機
能
を
果
す
事
に
な
っ
て
い
る

　

こ
の
外
、
台
風
、
降
雨
、
積
雪
、

降
霜
、
火
災
等
の
警
報
を
も
発
し
当

地
方
の
農
業
、
産
業
面
に
も
大
き
な

貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

「郷土いろはかるた・

春
は
楼
の
亀
山
公
園

春は亀山、じ7まんの桜と大野音頭に歌われ

ている亀山公園の桜は、四月中旬が見頃で

ある。ふもとの赤根川の堤、柳廼社、市役

所附近から、山の頂上にかけて、花見客が

出て大野音頭や大野シヤyソソの踊の輪が

立つ。篠座神社も桜が多く四月二十一日の

祭ネLは万碓の桜がちらちら散る頃である。

みんな挙って

　　

日本赤十字祗員に
今
年
も
五
月
一
日

か
ら
五
月
末
日
ま

で
日
本
赤
十
字
社

員
の
増
強
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
趣
旨
を
認
識

さ
れ
て
、
一
人
で

も
多
く
社
員
と
な

ら
れ
る
よ
う
御
協

力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

日
赤
事
業
は
、

国
際
的
使
命
を
有

し
、
引
揚
促
進
、
国
交
恢
復
、
国
内

で
は
天
災
地
変
に
よ
る
応
急
救
助
、

社
会
福
祉
の
増
進
等
各
種
各
面
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は

皆
さ
ん
が
社
員
と
な
っ
て
戴
い
て
そ

の
総
力
の
結
集
に
よ
る
他
に
道
が
あ

り
ま
せ
ん
。
近
く
協
賛
委
員
の
方
が

お
願
い
に
ま
い
り
ま
す
か
ら
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

乙
’
に
』
’

▲
寝
具
を
干
そ
う

寝
具
を
干
し
て
気
持
ち
よ
く
し
よ

う
．
衣
類
は
水
分
を
よ
く
吸
う
、

木
綿
や
綿
は
八
％
、
絹
は
十
一
％

毛
は
十
六
％
ナ
イ
ロ
ン
の
よ
う
な

合
成
繊
維
で
ニ
ー
三
％
五
十
キ
ロ

の
掛
布
団
を
晴
天
に
一
日
干
す
と

二
百
五
十
グ
ラ
ム
位
は
軽
く
な
る

▲
簡
単
な
繊
維
の
ほ

分
け
方
私
達
が
日
頃

着
て
い
る
衣
服
の
牟

地
に
は
、
植
物
性
繊

維
（
木
綿
麻
、
人
絹
、
ス
フ
）
動

物
性
繊
維
（
絹
、
毛
類
）
の
外
に

化
繊
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
簡
単

な
見
分
け
方
を
知
っ
て
お
く
事
は

生
地
を
買
う
時
洗
濯
、
染
色
な
ど

の
場
合
に
も
便
利
で
あ
る
。

　

マ
ッ
チ
の
火
で
燃
し
て
見
た
時

の
ち
が
い
。

▲
木
綿
麻
、
人
絹
ス
フ
は
…
焔
を

あ
げ
て
ょ
く
燃
え
、
キ
ナ
臭
い
に

お
い
が
し
て
白
い
灰
が
残
る
。
▲

絹
、
毛
類
は
・
：
焔
が
少
く
、
髪
の

毛
を
焼
く
よ
う
な
臭
い
が
し
て
、

ヂ
リ
く
と
早
く
燃
え
先
が
黒
い

球
状
の
灰
に
な
る
。
▲
ナ
イ
ロ
ン

、
ア
ミ
ラ
ン
は
…
火
を
近
づ
け
る

と
溶
け
て
縮
ん
で
ガ
ラ
ス
が
溶
け

た
よ
う
な
球
状
に

な
る
。
熱
い
う
ち

に
引
張
る
と
極
く

細
い
糸
状
に
伸
び

る
。
さ
砥
る
と
直
ま
っ
て
碩
く
な

る
。
▲
ビ
エ
び
ソ
は
…
火
を
近
づ

け
る
と
少
し
焔
を
あ
げ
て
ぢ
り
ぢ

り
と
溶
け
な
が
ら
縮
み
、
直
ぐ
固

ま
っ
て
硬
く
な
る
▲
ア
セ
テ
ー
ト

は
…
人
絹
や
ス
フ
と
同
じ
よ
う
に

燃
え
灰
が
残
る
が
キ
ナ
臭
い
に
お

い
と
違
い
酢
の
よ
う
た
に
お
い
が

す
る
。

mm；＾＆．ほ祁

水
戸
浪
士
事
変論

功
行
賞
の
巻

（
つ
づ
き
）
④

　

焼
払
わ
れ
た
西
谷
七
ヶ
村
の
民
家

建
築
も
復
旧
し
た
。
切
落
し
た
各
橋

梁
も
復
旧
し
た
。
応
援
に
来
た
福
井

備
。
圓
庄
ま
退
へ
の

謝
礼
も
す
ん
だ
。

事
変
に
雀
っ
た
一

万
三
千
余
人
の
人

足
賃
の
始
末
も
す

ん
だ
。
事
変
に
食

用
し
た
米
麦
の
補

充
も
完
了
し
た
。

西
谷
罹
災
者
へ
の

生
活
資
金
貸
与
も

見
通
し
が
っ
い
た

最
後
に
残
っ
た
問

題
は
木
事
変
に
携

　
　

り
、
功
労
の
あ
っ
た
人
達
へ
の
恩
一
い
い

で
あ
っ
た
0

　
　

恩
賞
は
直
接
事
変
に
当
っ
た
功
労

者
と
金
品
献
納
の
功
労
者
の
二
通
り

に
な
っ
て
い
る
。
直
接
事
変
に
当
っ

た
功
労
者
と
し
て
は
町
年
寄
の
布
川

源
兵
衛
が
殊
勘
で
左
の
通
り
破
格
の

待
遇
を
受
け
士
分
に
取
立
て
ら
れ
た

　

「
其
方
儀
役
筋
出
精
相
勤
め
内
外

　

御
為
筋
深
く
存
込
み
格
別
御
間
に

　

合
且
年
来
厚
志
の
筋
有
之
一
形
な

　

ら
ず
御
清
悦
思
食
は
依
之
類
外
の

　

収
を
以
て
供
小
姓
並
御
取
扱
ヒ
成

　

下
僕
下
略
」

　

倚
直
接
事
変
に
当
り
電
く
賞
せ
ら

れ
た
者
は
七
十
人
程
あ
る
が
重
な
者

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

広
瀬
与
三
右
衛
門
、
穴
田
古
だ
衛

門
、
山
田
六
郎
右
衛
門
、
白
崎
庄

次
郎
、
吉
田
孫
七
、
高
井
嗣
次
、

清
水
清
右
衛
門
、
松
田
八
郎
、
鈴

木
善
左
衛
門
、
正
津
孫
十
郎
、
印

牧
弥
三
兵
衛
、
松
田
八
郎
右
衛
門

大
月
村
甚
助
、
乾
太
左
衛
門
、
平

沢
村
治
兵
衛
、
萩
野
村
藤
四
郎
、

　

木
落
村
兵
左
衛
門
、
東
山
村
浄
善

　

各
村
村
庄
屋

　

広
瀬
与
三
右
衛
門
へ
の
賞
状
を
一

例
と
し
て
記
し
て
見
る

　

「
其
元
儀
年
来
厚
志
の
筋
有
之
今

　

事
変
に
は
格
別
の
勤
を
な
し
厚
く

　

御
満
悦
成
さ
れ
候
依
之
御
取
扱
も

　

有
之
べ
き
処
聊
乍
ら
御
有
金
の
ピ

　

ス
ト
ー
ル
並
に
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
下

　

さ
れ
候
」

　

金
品
献
納
者
で
は
建
築
用
材
と
し

て
杉
森
八
ヶ
所
を
献
納
し
た
尾
崎
琴

堂
．
籾
二
百
俵
、
米
十
俵
を
献
納
し

た
矢
村
の
善
兵
衛
を
筆
頭
と
し
て
、

町
方
在
方
合
せ
て
三
百
九
十
余
人
あ

り
、
是
等
の
功
労
者
に
は
殿
様
の
什

物
被
服
、
書
画
等
の
授
与
席
次
の
昇

格
等
叉
破
格
の
恩
賞
で
あ
っ
た
o
恵

変
の
始
末
に
努
力
し
た
が
却
っ
だ
机

罰
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
と
の
説
も
ぶ

る
o

（
写
真
は
故
布
川
源
兵
衛
氏
の
肖
像
い

l
j

声二十二号

声のお答え

　

御
説
の
通
り
国
保

は
、
病
気
や
怪
我
に

対
す
る
医
療
に
当
っ

て
精
神
的
、
経
済
的

の
不
安
を
除
く
為
に

是
非
必
要
な
も
の
で

国
や
県
が
多
く
の
補

助
金
を
出
し
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
市
民

各
位
の
御
理
解
と
御

協
力
を
得
て
一
日
も

m
－
く
嘔
低
則
町
の
匡
保
か
利
俳
ぼ
涼

ま
す
よ
う
、
な
お
再
開
し
た
国
保
が

三
た
び
休
止
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
周
到
な
研
究
と
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
大
野
町
時
代
の
国
保
滞

納
金
の
整
理
も
殆
ん
ど
絡
つ
て
、
完

納
者
に
対
す
る
未
払
で
あ
っ
た
表
彰

金
は
、
全
部
支
払
い
を
致
し
ま
し
た

旧
大
野
町
地
区
国
保
再
開
に
絶
大
な

る
御
協
力
を
切
望
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
保
険
係
長
）

や
め
て
欲
し
い

　

鶏
の
放
し
飼
い

　

孤
渫
経
営
の
多
俘
い
化
か
叫
ぱ
れ
て

い
る
現
在
、
有
畜
農
業
の
一
環
と
1
6

て
養
鶏
を
行
う
の
は
よ
い
が
、
隣
り

近
所
の
迷
惑
も
か
ま
わ
ぬ
鶏
の
放
L

飼
い
は
大
変
困
る
。
播
き
付
け
た
ぼ

か
り
の
苗
も
の
を
ほ
じ
く
る
。
乾
L

て
あ
る
物
を
か
き
ま
わ
す
等
、
実
に

迷
惑
千
万
。
今
後
隣
り
近
所
の
迷
惑

を
考
え
て
鶏
の
放
し
飼
い
は
絶
対
行

な
わ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
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